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漫
画
『
馬
田
行
啓
と
小
野
光
洋
』 

―
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
文
教
大
学
学
園
の
創
立
者
た
ち 

 

第
３
章
「
女
性
の
職
業
人
育
成 女

子
教
育
に
新
た
な
学
び
の
場
」
解
説 

一 

女
子
教
育
と
小
野
光
洋 

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
期
に
女
性
の
就
業
機
会
が
増
加
し
、
働
く
女
性
、
い
わ

ゆ
る
「
職
業
婦
人
」
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
以
前
、
女
性
の
職
業
と
言
え
ば
教
師
あ
る
い
は

看
護
婦
あ
っ
た
が
、
大
正
時
代
に
は
バ
ス
・
ガ
ー
ル
（
図
１
）
や
タ
イ
ピ
ス
ト
（
図
２
）、

百
貨
店
の
店
員
、
飲
食
店
の
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
エ
ア
・
ガ
ー
ル

な
ど
も
登
場
し
た
。 

（
図
１
）
増
田
美
子
、
難
波
知
子
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル 
日
本
の
服
装
の
歴
史 

③
明
治
時

代
～
現
代
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
三
六
～
三
七
ペ
ー
ジ
。 

（
図
２
）
日
本
近
代
史
研
究
会 

編
『
画
報
近
代
百
年
史
』
第
一
一
集 (

一
九
二
三-

一

九
二
六)

、
国
際
文
化
情
報
社
、
一
九
五
二.

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/2456392

（
二
〇
二
四
年
八
月
七
日
参
照
） 

 

（
図
３
）
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
「
大
日
本
航
空
（
国
策
航
空
機
会
社
）
の
旅
客

機
内
」 

https://jaa2100.org/entry/detail/042275.html

（
二
〇
二
四
年

八
月
七
日
参
照
） 

       

こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
就
業
前
の
女
子
教
育
へ
の
関
心
が

次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
前
章
の
立
正
大
学
社
会

問
題
研
究
会
と
の
関
係
で
言
え
ば
、小
野
と
阪
本
は
、

研
究
会
の
創
立
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
教
育
事
業
の

実
施
を
馬
田
に
提
案
し
た
。
な
か
で
も
、
女
子
教
育

お
よ
び
社
会
事
業
へ
の
高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
つ
て
小
野
は
姉
と
一
緒
に

学
校
設
立
を
夢
み
て
い
た
が
、
姉
の
死
去
に
よ
り
頓

挫
し
た
過
去
が
あ
り
、
そ
の
実
現
は
小
野
の
悲
願
で

も
あ
り
、
そ
の
熱
量
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ

た
（
漫
画
本
編
三
九
ペ
ー
ジ
）。 

 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
七
月
、
馬
田
が
顧
問
を
務
め
る
立
正
大
学
社
会
問
題
研
究
会

は
、「
日
蓮
主
義
」
に
も
と
づ
く
社
会
・
保
育
・
教
育
事
業
を
計
画
し
た
（
文
教
大
学
学
園

創
立
六
十
年
史
編
集
委
員
会
『
文
教
大
学
学
園
創
立
六
十
年
史
』
一
九
八
八
年
、
三
～
四

ペ
ー
ジ
）。
馬
田
の
社
会
運
動
へ
の
原
動
力
は
、「
日
蓮
教
学
の
実
践
性
」
と
言
わ
れ
、
仏

典
や
訓
話
を
伝
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
判
断
し
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対

応
す
る
実
行
力
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
立
正
大
学
史
編
纂
委
員
会
『
立
正
大
学

の
百
四
十
年
』、
二
〇
一
二
年
、
二
二
ペ
ー
ジ
）。 

た
だ
し
、
計
画
の
実
現
に
は
馬
田
以
外
の
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
馬
田
、
小
野
、
阪

本
に
加
え
遠
山
潮
徳
、
斎
川
純
行
な
ど
の
諸
氏
が
女
子
教
育
事
業
の
実
現
の
た
め
日
蓮
主

義
普
及
会
、
立
正
婦
人
会
に
働
き
か
け
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
裁
縫
塾
」
の
開
設
を
模
索

す
る
の
で
あ
っ
た
（
立
正
学
園
三
十
五
年
史
編
集
委
員
会
『
立
正
学
園
創
立
三
十
五
年
史
』

一
九
六
一
年
、
九
ペ
ー
ジ
）。 

 

 

図 1 

図 2 

図 3 
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二 

立
正
学
園
の
誕
生 

桐
ケ
谷
校
地
の
時
代 

（
一
）
建
学
の
精
神
＝
「
立
正
精
神
」 

馬
田
と
小
野
が
教
員
と
学
生
の
立
場
の
違
い
を
超
え

て
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
以
降
に
学
校
を
設
立
し
た

が
、
名
称
に
は
「
立
正
」
の
二
文
字
が
含
ま
れ
て
い
た
。

名
称
の
由
来
は
、
建
学
の
精
神
と
深
く
関
係
し
て
い
た
。

学
園
の
建
学
の
精
神
は
「
立
正
精
神
」
で
あ
る
（
漫
画
本

編
四
五
ペ
ー
ジ
）。 

「
立
正
精
神
」
の
「
立
正
」
は
日
蓮
が
著
し
た
「
立
正

安
国
論
」
に
由
来
し
、「
立
正
」
の
意
味
は
「
正
し
い
仏
教

の
教
え
」
と
さ
れ
る
。
馬
田
と
小
野
は
、
宗
教
を
基
盤
と

す
る
教
育
を
め
ざ
し
、「
立
正
精
神
」
を
建
学
の
精
神
と
さ

だ
め
た
（
建
学
の
精
神
推
進
会
議
「
資
料
三 

人
間
愛
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
七
年
九
月
二

七
日
）。
な
お
、
建
学
の
精
神
は
、
そ
の
後
「
人
間
愛
」
に
読
み
替
え
ら
れ
て
お
り
、
設
置

校
の
学
則
の
な
か
に
人
間
愛
の
精
神
に
も
と
づ
く
教
育
理
念
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と

な
る
（
文
教
大
学
学
園
創
立
九
〇
周
年
史
編
集
委
員
会
『
文
教
大
学
学
園
創
立
九
〇
周
年

史
』
二
〇
一
七
年
、
一
一
～
一
二
ペ
ー
ジ
）。 

 

（
二
）
文
教
大
学
学
園
の
原
点 

立
正
幼
稚
園
と
立
正
裁
縫
女
学
校
の
設
立 

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、一
九
二
七（
昭
和
二
）

年
一
〇
月
一
七
日
、立
正
幼
稚
園
と
立
正
裁
縫
女

学
校
が
東
京
府
荏
原
郡
大
崎
町
桐
ケ
谷
（
現
・
東

京
都
品
川
区
）
に
設
立
さ
れ
た
（
前
掲
『
文
教
大

学
学
園
創
立
六
十
年
史
』、
三
～
四
ペ
ー
ジ
）。 

校
地
は
、桐
ケ
谷
駅
に
近
い
場
所
に
位
置
し
て

い
た
。
桐
ケ
谷
駅
は
、
池
上
電
気
鉄
道
（
現
・
東

急
池
上
線
）の
大
崎
広
小
路
駅
と
戸
越
銀
座
駅
の

中
間
に
位
置
し
、
現
在
は
廃
駅
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
・
池
上
線
路
線
図 

現
在
過
去
比

較
、
本
学
作
成
）。 

 （
三
）
設
立
関
連
法
令 

 

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
に
「
幼
稚
園
令
」（
勅
令
第
七

四
号
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。 

 

 
 

第
一
条 

幼
稚
園
ハ
幼
児
ヲ
保
育
シ
テ
其
ノ
心
身
ヲ
健
全
ニ
発
達
セ
シ
メ
善
良

ナ
ル
性
情
ヲ
涵
養
シ
家
庭
教
育
ヲ
補
フ
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

 
 

第
二
条 

市
町
村
、
市
町
村
学
校
組
合
及
町
村
学
校
組
合
ハ
幼
稚
園
ヲ
設
置
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
（
後
略
） 

 
 

第
三
条 

私
人
ハ
本
令
ニ
依
リ
幼
稚
園
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

 

大
蔵
省
印
刷
局 

[

編]

『
官
報
』
一
九
二
六
年
四
月
二
二
日
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真 

、

大
正
一
五
年. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2956247/1/2(

二
〇
二
四
年
八
月
七
日
参
照) 

 

つ
ま
り
、
第
一
条
は
、
幼
稚
園
は
保
育
を
教
育
の
目
的
と
す
る
こ
と
、
第
二
条
お
よ
び

第
三
条
は
幼
稚
園
の
設
置
に
か
か
わ
る
資
格
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

裁
縫
女
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
名
か
ら
類
推
す
る
と
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一

月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た
「
職
業
学
校
規
程
」（
省
令
第
三
号
）
に
準
拠
し
た
学
校
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

  

第
一
条 
職
業
学
校
ノ
修
業
年
限
ハ
二
年
以
上
四
年
以
内
ト
ス
（
後
略
） 

 

第
二
条 
職
業
学
校
ニ
入
学
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ノ
資
格
ハ
年
齢
十
二
年
以
上
ニ

シ
テ
、
学
力
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
以
上
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ 

図 4 
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第
五
条 

職
業
学
校
ノ
学
科
ハ
裁
縫
、
手
芸
、
割
烹
、
写
真
、
簿
記
、
通
信
術
其
他

特
種
ノ
職
業
ニ
付
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ 

大
蔵
省
印
刷
局 [

編]

『
官
報
』一
九
二
一
年
一
月
一
三
日
、日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真 

、

大
正
十
年. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン  

 
 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2954647/1/2 (

二
〇
二
四
年
八
月
七
日
参
照) 

 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
条
は
修
業
期
間
、
第
二
条
は
入
学
資
格
、
第
五
条
は
、
職
業
学
校

が
教
授
す
る
科
目
が
成
文
化
さ
れ
て
い
た 

 

（
四
）
小
野
光
洋
の
熱
量 

 

立
正
裁
縫
女
学
校
に
か
か
わ
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
確
認

で
き
な
い
が
、
新
聞
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
回
顧
が
み
ら
れ
る
（
漫
画
本
編
四
二
ペ
ー
ジ
） 

 

昭
和
二
年
に
立
正
大
学
社
会
問
題
研
究
会
で
社

会
事
業
と
し
て
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
や
幼
稚
園
設
立

案
が
持
ち
出
さ
れ
た
、
斎
川
純
行
氏
か
ら
こ
の
話

を
き
か
さ
れ
た
病
床
に
あ
つ
た
小
野
さ
ん
は
体

温
機
を
叩
き
つ
け
て
「
僕
が
や
ら
う
」
と
立
ち
上

が
り
、
池
上
沿
線
の
桐
ケ
谷
駅
前
に
二
、
三
の
マ

ツ
チ
箱
の
よ
う
な
校
舎
を
も
つ
た
七
十
坪
の
裁

縫
学
校
〔
注
・
立
正
裁
縫
女
学
校
を
指
す
〕
を
設

立
し
た 

（「
明
朗
人
生
案
内 

経
営
難
の
苦
境
も
根
と
熱
で

克
服 

立
正
大
学
の
小
野
さ
ん
」『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
〇
月
一
一
日
朝
刊
、

第
一
二
面
） 

 

 

新
聞
記
事
の
一
～
二
行
目
に
お
け
る
内
容
は
、
従
前
指
摘
し
た
内
容
と
大
き
な
齟
齬
が

見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
社
会
問
題
研
究
会
が
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
教
育
事
業
を

着
手
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
病
床
に
あ
っ
た
小
野
が
、
体
温
計
を
叩
き

つ
け
て
学
校
設
立
に
立
ち
上
が
る
と
い
う
、
本
書
の
最
も
熱
い
場
面
で
あ
る
。 

こ
の
と
き
小
野
が
使
っ
て
い
た
の
は
、
引
用
文
で
は
「
体
温
機
」
と
記
載
さ
れ
、
お
そ

ら
く
は
水
銀
体
温
計
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
病
院
の
み
な

ら
ず
家
庭
に
体
温
計
が
普
及
し
、
体
温
を
計
測
し
健
康
を
管
理
す
る
考
え
方
も
定
着
し
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

三 

財
団
法
人
化
お
よ
び
校
名
変
更
の
動
き 

（
一
）
立
正
職
業
女
学
校
の
計
画
概
要 

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
、
財
団
法
人
立
正
学
園
お
よ
び
立
正
女
子
職
業
学
校
の

設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
立
正
裁
縫
女
学
校
が
発
展
的
に
解
消
し
誕
生
し
た
の
が
立
正
女
子

職
業
学
校
で
あ
り
、
す
で
に
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
二
月
頃
に
設
立
の
動
き
は
始
ま

っ
て
い
た
。
同
年
一
二
月
二
七
日
、
立
正
学
園
理
事
長
と
し
て
馬
田
行
啓
は
水
野
錬
太
郎

文
部
大
臣
に
「
立
正
女
子
職
業
学
校
設
立
認
可
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
（「
立
正
学

園
高
等
家
政
女
学
校
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
設
置
廃
止
（
位
置
変
更
、
改
称
）
に
関
す

る
許
認
可
文
書
・
職
業
学
校
・
東
京
都
』
昭
四
七
文
部
〇
二
六
七
〇
一
〇
〇
） 

こ
こ
で
初
め
て
立
正
女
子
職
業
学
校
の
名
称
が
登
場
し
、
校
地
は
桐
ケ
谷
と
し
、
定
員

は
本
科
一
部
二
〇
〇
名
、
本
科
二
部
一
五
〇
名
、
裁
縫
科
一
〇
〇
名
、
合
計
四
五
〇
名
と

し
、
開
校
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
を
予
定
し
て
い
た
。
翌
年
に
は
校
地
が
旗
の

台
に
移
転
す
る
が
、
当
初
の
計
画
で
は
桐
ケ
谷
駅
の
両
側
に
校
地
を
設
け
、
木
造
二
階
建

て
校
舎
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
教
室
の
収
容
人
数
は
二
二
〇
名
、
定
員
の
五
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
生
徒
の

修
学
環
境
と
し
て
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
学
園
側
は
早
く
か
ら
移
転
を
模
索
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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（
図
５
）（
図
６
）
前
掲
「
立
正
女
子
職
業
学
校
設
立
認
可
申
請
書
」
所
収 

 

そ
の
ほ
か
、
修
業
年
限
は
本
科
一
部
が
四
年
、
本
科
二
部
が
三
年
、
裁
縫
科
が
二
年
と

さ
れ
、
本
科
一
部
と
裁
縫
科
は
尋
常
小
学
校
の
卒
業
者
、
本
科
二
部
は
高
等
小
学
校
の
卒

業
者
を
対
象
と
し
て
い
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
国
語
や
修
身
※
の
ほ
か
「
和
服
裁
縫
」、

「
編
物
」、「
刺
繍
」、「
手
芸
」、「
家
事
」
な
ど
が
設
定
さ
れ
、
現
代
的
に
言
え
ば
「
家
庭

科
」
を
中
心
に
教
授
す
る
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

※
旧
学
制
下
の
小
学
校
・
国
民
学
校
な
ど
で
、
道
徳
教
育
を
行
な
う
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
た
教
科
の
名
。
教
科
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
連
合
軍
総
司
令
部
の
指
令

に
よ
っ
て
廃
止
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）。 

 

（
二
）
職
業
婦
人
の
登
場
と
教
育
機
関
の
整
備 

 

女
子
教
育
に
特
化
し
た
職
業
学
校
を
設
立
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
立
正
女
子
職
業
学

校
設
立
認
可
申
請
書
」
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 

  
 

近
時
文
化
ノ
発
展
ハ
女
子
ノ
向
学
心
ノ
向
上
ヲ
促
シ
、
女
子
ニ
シ
テ
中
等
教
育
ヲ
受

ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
年
次
其
ノ
数
ヲ
増
加
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
然
レ
共
一
般
的
普
通
教
育
ヲ

施
ス
高
等
女
学
校
ノ
設
置
ハ
相
当
ノ
数
ニ
上
リ
、
之
カ
需
要
ヲ
充
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
感

ア
レ
ト
モ
実
際
的
教
育
ヲ
施
ス
実
業
学
校
ノ
設
置
ノ
少
キ
ハ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ 

  
 

而
モ
時
世
ハ
各
種
商
工
業
ノ
以
上
ナ
ル
発
展
ヲ
促
シ
、
分
業
ノ
傾
向
ハ
日
ト
倶
ニ
細

ヲ
極
メ
且
ツ
彼
ノ
大
戦
以
来
単
ニ
男
子
ノ
ミ
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
是
等
職
業
ハ
分
業
ヲ

発
展
ニ
縦
〔
従
〕
テ
自
然
婦
人
ノ
手
ニ
移
リ
各
種
実
業
ニ
従
事
ス
ル
職
業
婦
人
ナ
ル

一
階
級
ヲ
造
ル
ニ
至
レ
リ
、
此
処
ニ
於
テ
カ
生
活
ノ
必
須
条
件
タ
ル
衣
類
ノ
調
製
ノ

如
キ
モ
必
須
専
門
家
ノ
手
ニ
委
セ
ラ
ム
ト
ス 

  

こ
の
よ
う
に
、
中
等
教
育
へ
の
進
学
希
望
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
高
等
女
学
校
の

設
置
数
も
相
当
数
に
上
る
一
方
で
、
馬
田
は
「
実
際
的
教
育
」、
す
な
わ
ち
「
実
業
教
育
」

や
「
職
業
教
育
」
を
施
す
教
育
機
関
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
、「
職
業
婦
人
」
が
、「
一
階
級
」
を
形
成
し
た
と
も
言
及
し
、
そ
れ
だ
け
女

性
の
社
会
進
出
が
急
速
に
す
す
ん
だ
こ
と
を
比
喩
的
に
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
田

は
、
女
子
に
知
識
や
技
能
を
習
得
さ
せ
、
職
業
人
を
育
成
す
る
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
職
業
学
校
の
設
立
に
注
力
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

四 

立
正
学
園
の
発
展 

旗
の
台
校
地
の
時
代 

（
一
）
設
置
校
の
増
加 

 
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
立
正
女
子
職
業
学
校
は
、
立
正
学
園
女
学
校
と
改
称
さ
れ

た
。
校
地
も
桐
ケ
谷
か
ら
東
京
府
荏
原
郡
荏
原
町
中
延
（
現
・
東
京
都
品
川
区
旗
の
台
）

に
、
同
年
に
移
転
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
立
正
学
園
は
、
立
正
学
園
高
等
女
学
校
と
立
正

学
園
実
科
女
学
校
（
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
廃
校
）
を
併
設
し
た
。
校
長
に
は
馬

図6 

桐
ケ
谷
駅 

図5 
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田
が
就
任
し
て
い
る
。
高
等
女
学
校
の
設
立
に
と
も

な
い
、
職
業
学
校
の
系
譜
を
引
く
立
正
学
園
女
学
校

は
名
称
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
に
立
正
学
園
高
等
家
政
女
学
校
に
改
称
し

た
。
小
野
は
、
教
頭
と
し
て
馬
田
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
、
学
園
の
発
展
に
寄
与
す
る
の
で
あ
っ
た
。

本
来
、
馬
田
は
優
秀
な
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

教
育
者
で
も
あ
り
、
学
校
経
営
の
点
に
お
い
て
も
大

い
に
力
を
発
揮
し
た
（
漫
画
本
編
四
八
ペ
ー
ジ
）。 

そ
の
結
果
、
財
団
法
人
の
創
設
以
来
、
わ
ず
か
四

年
と
い
う
短
期
間
の
う
ち
に
、
立
正
学
園
は
女
学
校

三
校
、
法
人
化
以
前
に
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園
も
含
め

る
と
四
つ
の
教
育
機
関
を
設
置
し
、
戦
後
の
総
合
学

園
の
起
源
が
、
こ
こ
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。 

当
初
、
立
正
裁
縫
女
学
校
が
七
五
名
か
ら
始
ま
っ
た
が
（
前
掲
『
立
正
学
園
創
立
三
十

五
年
史
』、
一
〇
ペ
ー
ジ
）、
従
前
指
摘
し
た
よ
う
に
設
置
校
の
増
加
に
と
も
な
い
、
立
正

学
園
高
等
女
学
校
の
生
徒
数
だ
け
で
も
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
七
五
〇
名
、
一

九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
一
〇
〇
〇
名
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
一
二
五
〇
名

と
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
（「
立
正
学
園
高
等
女
学
校
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
高
等
女

学
校
台
帳
・
関
東
・
東
京
（
法
人
立
）』
昭
五
九
文
部
〇
二
五
七
四
一
〇
〇
）。 

 （
二
）
晩
年
の
馬
田
行
啓 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発

す
る
と
、
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
は
、「
挙
国
一
致
・
尽

忠
報
国
・
堅
忍
持
久
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
国
民
精
神
総

動
員
運
動
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
で
は
勤

労
奉
仕
、
国
防
献
金
、
増
産
運
動
、
公
債
購
入
な
ど
が
行

わ
れ
た
。 

（
図
７
）
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
「
大
東
亜
戦
争
・
戦
時
国
債
」 

 
https://jaa2100.org/entry/detail/059444.html

（
二
〇
二
四
年
八
月
七
日 

 

参
照
） 

戦
時
中
に
立
正
学
園
が
、
ど
の
よ
う
に
戦
争
と
向
き
合
っ
た
の
か
を
示
す
記
録
は
、
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
馬
田
行
啓
先
生
追
憶
抄
』（
一
五
～
一
六
ペ
ー
ジ
）
に

お
い
て
は
、
馬
田
は
、
東
京
府
よ
り
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
一
九

三
八
（
昭
和
一
三
）
年
～
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
に
日
本
軍
の
慰
問
の
た
め
中
国
や
満
洲
に
赴
い

て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
た
一
九
四
一
（
昭

和
一
六
）
年
に
は
、
馬
田
は
日
蓮
宗
宗
務
総
監
に
就

任
し
、
戦
時
下
の
宗
教
統
制
下
に
お
い
て
、
苦
渋
の

選
択
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
宗
門
存
続
と
学
校
を
守

る
た
め
、
東
奔
西
走
す
る
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
末
期

に
は
、
児
童
生
徒
の
生
命
を
守
る
た
め
約
二
〇
〇

〇
名
を
疎
開
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
校
地
二
〇
〇

〇
坪
は
空
襲
に
よ
り
、
ほ
ぼ
焼
失
の
で
あ
っ
た
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
に
日
本
は
終
戦

を
迎
え
、
馬
田
と
小
野
は
学
校
の
再
建
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
矢
先
に
同
年
一
二
月
一

七
日
、
馬
田
は
死
去
し
た
。
小
野
に
と
っ
て
は
突
然

の
別
れ
で
あ
り
、
創
立
者
を
失
っ
た
喪
失
感
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
（
漫
画
本
編
五
二
ペ

ー
ジ
）。 
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第
三
章
は
、
馬
田
が
亡
く
な
っ
た
シ
ー
ン
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。
馬
田
と
小
野
が
社
会

問
題
研
究
会
に
て
邂
逅
し
女
子
教
育
へ
の
情
熱
か
ら
意
気
投
合
し
、
立
正
幼
稚
園
と

立
正
裁
縫
女
学
校
を
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
設
立
す
る
に
至
り
ま
す
。
そ
の
後

も
、
時
勢
を
捉
え
て
馬
田
は
、
職
業
婦
人
の
登
場
と
と
も
に
職
業
学
校
へ
の
改
組
や
、

高
等
女
学
校
を
新
設
し
、
女
性
の
社
会
進
出
を
支
え
る
教
育
機
関
の
拡
充
を
図
り
ま

し
た
。
途
半
ば
で
馬
田
は
亡
く
な
り
ま
す
が
、
第
四
章
に
お
い
て
は
、
馬
田
の
遺
志

を
継
い
だ
小
野
が
、
戦
後
に
立
正
学
園
を
総
合
学
園
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。 


